
 

 

社会科 学習指導案 
 

１．日 時      令和２年〇月〇日（〇）第〇時限 

 

２．場 所      第６学年〇組教室 

 

３．学年・組     第６学年〇組（〇名） 

 

４．単元（題材）名     明治の新しい国づくり (使用図書は，教科書：日本文教出版) 

 

５．単元（題材）の目標  

 我が国の幕末から明治にかけての国内の変化について，当時の世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産など

に着目して，地図や年表などの資料で調べたりしてまとめ，当時の人々のくらしや文化の変化を考え表現することを

通して，我が国の当時の歴史上の主な事象や我が国が明治維新を機に欧米の文化を取り入れつつ近代化を進めたこと

を理解するとともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態度を養う。 

 

６．本単元におけるタブレット PC端末等の活用方法（活用場面）と期待される効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．使用する機器・教材等 

  

 

８. タブレット PC端末等活用形態（該当するものにチェックを入れてください） 

  ☑1人 1台  □学習班に 1台  □その他（       ） 

 

９．単元（題材）の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①幕末から明治にかけての世の中の

様子，当時の人物の働きや代表的な

文化遺産などについて地図や年表な

どの資料で調べて，必要な情報を集

め，読み取り，我が国の当時の歴史上

の主な事象を理解している。 

②調べたことを地図や年表や文など

にまとめ，我が国が明治維新を機に

欧米の文化を取り入れつつ近代化を

進めたことを理解している。 

 

①幕末から明治にかけての世の中の

様子，人物の働きや代表的な文化遺

産などに着目して，問いを見いだし，

我が国の当時の歴史の展開を考え表

現している。 

②開国による欧米の文化の影響と明

治政府の諸改革を関連付け総合し，

我が国の歴史の展開を考えたり，学

習したこと基に，当時の人々のくら

しや文化の変化を考えて，適切に表

現している。 

①幕末から明治にかけての国内の変

化について，社会的事象から予想や

学習計画を立て学習を振り返ったり

見直したりして，学習問題を追究し，

解決しようとしている。 

 

・教員の配付資料や個人の考えを瞬時に児童個人に共有することができる授業支援ソフトの機能を活用するこ

とで，多様な考えや意見を交流する活動を充実させ，児童の思考力や表現力をより生かした対話的な学びの

推進につながることが期待される。  

・児童が疑問に思ったことや追究したいこと等が生じた場面において，一人一台のタブレット PCを用いること

で，必要な情報を調べたり，情報をまとめたりする力（情報活用能力）が養われることが期待されるととも

に，学習課題の解決に向けて粘り強く取り組むことにつながることが期待される。 

・学習者用タブレット PC  ・電子黒板 ・授業支援ソフト 等 



 

 

10. 単元の指導と評価の計画（全６時間） 

時
間 

〇ねらい 〇主な学習活動・内容 □資料 評価方法と【評価規準】 

１
（
本
時
） 

〇人々のくらしに様々な変化が

起こったことを確認するとと

もに，学習問題をつくり，今後

の学習の見通しをもてるよう

にする。 

〇江戸時代と明治時代

のまちの様子を見比

べながら，気づいた

ことや変化について

話し合い，問いを見

いだす。 

・乗り物 

・建物 

・髪型  

 

□江戸時代と明治

時代のまちの様子

の絵図 

・ワークシート(タブレット PC)の

記述内容や発言内容などから，世

の中の様子の変化などに着目し

て，問いを見いだいしているかを

評価する。【思-①】 

・ノートの記述内容や発言内容な

どから，学習問題の解決に向けた

予想や学習計画を立て，解決の見

通しをもっているかを評価する。

【態-①】 

２ 

〇日本が結んだ条約について調

べることを通して，開国した経

緯や理由を理解できるように

する。 

〇日本が開国したこと

や結んだ条約につい

て調べる。 

・日米和親条約 

・日米修好通商条約 

□黒船来航の様子

を伝える絵図 

 

・ノートの記述内容や発言内容な

どから，開国した経緯や理由，条

約の内容を理解しているかを評価

する。【知-①】 

３ 

〇当時の国内の混乱のようすを

調べることを通して，天皇中心の

国家をつくる運動が起こり，武士

の世の中を終わらせることにつ

ながったことを理解できるよう

にする。 

〇開国後の国内の影響

について調べる。 

・世直し 

・打ちこわし 

・江戸城の明けわたし 

□米の値段の移り

変わりグラフ 

□百姓一揆グラフ 

□政権を天皇に返

す絵図 

・ノートの記述内容や発言内容な

どから，開国から倒幕までの主な

事象を理解しているかを評価す

る。【知-①】 

 

４ 

〇明治政府の諸改革について調

べることを通して，明治政府がど

のような世の中をつくっていこ

うとしたのかを考え表現できる

ようにする。 

〇明治政府の諸改革に

ついて調べ，どのよう

な方針で行われている

か考える。 

・五箇条の御誓文 

・廃藩置県 

・四民平等 

□五箇条の御誓文

の図 

□廃藩置県絵図 

□四民平等絵図 

・ノートの記述内容や発言内容な

どから，明治政府の諸改革の方針

について考え表現しているかを評

価する。 

【思-①】 

５ 

〇明治政府の政策について調べ，

欧米からの影響を受けながら我

が国の近代化が進んだことをふ

まえ，明治政府の諸改革が，世の

中にどのような変化をもたらし

たのかを考え表現できるように

する。 

〇明治政府が推し進め

た政策について調べ，

世の中にどのような変

化が起こったのかを考

える。 

・徴兵令 

・地租改正 

・岩倉使節団 

□富岡製糸場絵図 

□地租改正の測量

の様子の絵図 

〇ノートの記述内容や発言内容な

どから，調べたり学習したことを

基に，明治政府の政策や諸改革と

関連付けて，幕末から明治にかけ

ての人々のくらしや文化の変化を

考え表現しているかを評価する。 

【思-②】 

６ 

〇明治時代の人々のくらしにつ

いて興味をもって調べたり，時代

の変化について年表にまとめた

りすることを通して，日本は近代

化によって人々のくらしや文化

にも変化が起こったことを理解

できるようにする。 

〇調べたことをもと

に、幕末から明治の歴

史的事象や世の中の変

化についてノートや年

表にまとめる。 

・文明開化 

・明治維新 

□就学率の変化の

グラフ 

 

〇ワークシート(タブレットPC)の

記述内容や発言内容などから我が

国は明治維新を機に，近代化が進

み，人々のくらしや文化に変化が

起こったことを文にまとめ，理解

しているかを評価する。【知-

②】 



 

 

※指導に生かす評価を行う代表的な機会については「・」を、その中で特に学級全員の児童の学習状況について、総括

の資料にするために記録に残す評価を行う機会には「〇」をつけている。 

 

11．本時の展開 

 (1) 本時の目標   

・人々のくらしに様々な変化が起こったことに着目し，問いを見いだし，学習問題の解決に向けた予想や学習

計画を立て，解決の見通しをもつ。 

 (2) 本時の評価規準 

・江戸時代と明治時代の世の中の様子の変化などに着目して，問いを見いだいしている。【思-①】 

・幕末から明治時代にかけての日本の歴史の展開について調べていくための予想や学習計画を立て， 

学習問題の解決の見通しをもっている。【態度-①】 

(3)本時の判断基準（例） 

十分満足できる おおむね満足できる 努力を要する子どもへの支援 

・明治時代の人々のくらしや街のよ

うすが，西洋の影響を受けているこ

とに着目し，江戸幕府の外交政策と

関連付けて，江戸時代から明治時代

の変化について問いを見いだして

いる。（思①） 

・人々のくらしの変化や，街の建物

など街のようすの変化などに着目

して，江戸時代から明治時代の変化

についての問いを見いだしている。

（思①） 

・人々の服装や，街中にあるものや，

建物に使われている素材に着目さ

せることで，どのように変化してい

るかを捉えさせる。（思①） 

・江戸時代から明治時代への変化つ

いて，社会の変化の背景にある事象

などを捉える視点で調べたいこと

を明確にし，予想や学習計画を立

て，解決の見通しをもっている。（態

①） 

・江戸時代から明治時代への変化つ

いて，調べたいことを明確にし，予

想や学習計画を立て，解決の見通し

をもっている。（態①） 

・今までの学習を振り返らせたり，

友だちの考えを参考にさせる。 

（態①） 

 

(4) 本時の学習過程 

時

間 学習活動（〇） 指導上の留意点（■） 

タブレット PC端末

の活用のポイント 

（□） 

評価規準 

（評価方法） 

導
入 

〇２枚の絵（江戸時代末期と明治時代初

期）から時代の変化の様子を個人で

見付ける。 

  

 

 

■日本橋・江戸・品川で１つのグル

ープになるように，教員が絵図を

児童の端末に配信する。 

 （家庭学習で事前に配信） 

 

□資料配付 

１人１台端末に絵図

とワークシート（デ

ータ）を送る。 

 

  

展
開 

〇ワークシート①（データ）を作成する。 

【予想される児童の反応】 

・服装が和服から洋服に変化している。 

・建物が瓦の屋根かられんが造りになっ 

ている。 

 

〇同じ担当同士で集まり，お互いに気付 

いたことを伝え合う。 

 

 

 

■事前に家庭課題として出していた

ワークシート①を再度見直し作

成・確認するように伝える。 

 

 

 

■新たに気付いた事を追記する様に

伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思-①】 

江戸時代と明治

時代の世の中の

様子の変化など

に着目して，問

いを見いだいし

ている。(ワーク

シートの記述内

容や発言内容な

ど) 



 

 

〇元の３人１組のグループに戻り（日本

橋・江戸・品川），資料作成の役割分

担を決め，チームで１つのワークシー

ト②（データ）を作成する。  

 

 

 

〇グループの代表１人が発表する。 

【予想される児童の反応】 

① どのよう変化したか？ 

・ヨーロッパ風に変化した。 

・交通手段が増えた。 

・街の文明が発展した。 

② 一番疑問に思ったことは何か。 

・なぜ急に服や街がヨーロッパ風に

なったのだろうか。 

・なぜ短い期間でこれまでなかった

ものが街に登場したのだろうか。 

 

■班でどのように変化したかと疑問

に思うことを話し合うように伝え

る。 

■児童同士で資料を送り合い，１つ

のデータにまとめるように児童に

伝える。 

 

 

 

□協働での意見整理 

・データを児童が送り

合い，１つの資料に

まとめる。 

 

 

 

ま
と
め 

〇班で共有した疑問や発表された疑問

を集約しながら，【課題】(単元を見通し

た問い)をつくり全員で共有する。 

 

 

 

 

〇班で共有した疑問や【課題】をふまえ

て，これからどういうことを調べたい

かをワークシート③（データ）に書く。 

 

 

 

 

 

 

 

■ワークシート③（データ）に記入

し，教員側（親機）に送るように伝

える。 

■黒板に掲示している友だちの意見 

を参考にしてもよいことを伝え 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□資料配付・回収 

・一人一台端末にワー

クシート③を送り，

回収する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【態-①】 

学習問題の解決

に向けた予想や

学 習 計 画 を 立

て，解決の見通

し を も っ て い

る。(ワークシー

トの記述内容や

発言内容など) 

 

 

【課題】 

(例)「なぜ短期間で人々のくらしや街のようすが変化したのだろう。」 

   「江戸から明治へ時代が移り変わる時期にどのようなことがあったのだろう。」 


